
 

 

【消 防】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予 防 

 

１ 防火広報等 

  沼津市出身の女子レスリング選手、森川美和さんを起用した火災予防普及啓発ポスターを

作製し、管内の公共施設、学校、商業施設などに配布・掲示したほか、全国火災予防運動実

施期間中に各種広報を実施しました。 

 

⑴ 火災予防運動等実施期間 

  ア 危険物安全週間    令和５年６月４日から令和５年６月10日まで 

イ 秋季全国火災予防運動 令和５年11月９日から令和５年11月15日まで 

  ウ 春季全国火災予防運動 令和６年３月１日から令和６年３月７日まで 

   

⑵ 火災予防運動等実施期間中の実施内容 

  ア ららぽーと沼津における「火災予防フェア」の開催 

  イ 女性防火クラブ及び防火協会との連携による防火広報 

  ウ 管内の小学生を対象とした防火ポスターコンクールの開催及び防火カレンダーの作成 

  エ ヤクルトレディの協力による防火広報（保冷バッグへのチラシ掲示） 

  オ 商業施設の館内放送を活用した防火広報 

  カ 沼津駅前ラクーンビジョンを利用した広報 

キ 路線バスの行先表示器への「火災予防運動実施中」の表示（３社） 

ク 沼津駅前地下道ショーケースを利用した防火ポスターの掲示 

  ケ ラジオ局、ケーブルテレビ局を活用した防火広報 

  コ 防火協会加入事業所への「危険物安全週間実施中」のぼり旗の掲揚（13事業所） 

    （危険物安全週間） 

 

⑶ その他 

ア アスルクラロ沼津ホームゲームにおける防火広報（７月、12月） 

イ 「寛平アメマナイトマラソンin沼津2024」における防火広報（３月） 

ウ 「火災予防かわら版」の発行 

エ 「野焼きに関する注意喚起リーフレット」の発行 

 

２ 消防設備 

  建築物の新築、増・改築、用途変更の建築確認申請に伴う消防同意及び消防法令に基づく

消防用設備等の設置指導を実施しました。 

 

 

 

 



    （単位：件） 

区 分 令和４年度 令和５年度 増減 

消防同意（建築物の調査及び

安全指導） 
437 382 △55 

消防法令に基づく消防用設備

等の完成検査 
835 864 29 

 

３ 査察 

  年間査察計画に基づき、防火対象物及び危険物施設に対する定期査察を実施しました。 

  また、利用者がその建物の利用を防火の安全性から判断できるようにするとともに、建物 

関係者による防火管理業務の適正化及び消防用設備等の適正な設置を促進することを目的と 

する「違反対象物公表制度」により、重大な消防法令違反がある防火対象物をホームページ

上に公表しました。 

 

⑴ 立入検査（防火対象物）                       （単位：件） 

市 町 令和４年度 令和５年度 増減 

沼 津 市 661 1,776 1,115 

伊 東 市 384 689 305 

伊 豆 市 126 205 79 

伊 豆 の 国 市 122 326 204 

東 伊 豆 町 102 112 10 

函 南 町 69 183 114 

清 水 町 110 162 52 

合  計 1,574 3,453 1,879 

 

⑵ 立入検査（危険物施設）                        （単位：件） 

市 町 令和４年度 令和５年度 増減 

沼 津 市 26 120 94 

伊 東 市 73 50 △23 

伊 豆 市 26 56 30 

伊 豆 の 国 市 53 19 △34 

東 伊 豆 町 23 8 △15 

函 南 町 15 15 0 

清 水 町 1 7 6 

合  計 217 275 58 

 



 ⑶ 違反対象物公表制度 

   公表した防火対象物数   ８件 

是正された防火対象物数  ４件 

 

４ 危険物 

  消防法令に基づき危険物施設（製造所、貯蔵所及び取扱所）の許可、完成検査等を実施し

ました。 

 

⑴ 危険物施設                                （単位：件） 

区 分 令和４年度 令和５年度 増減 

設置・変更許可 121 100 △21 

設置・変更完成検査 121 95 △26 

仮 使 用 承 認 77 76 △1 

水圧（水張）検査 1 3 2 

仮貯蔵・仮取扱承認 20 19 △1 

合  計 340 293 △47 

 

⑵ 煙火消費                             （単位：件） 

区 分 令和４年度 令和５年度 増減 

許 可 件 数 58 56 △2 

届 出 件 数 38 65 27 

※ 煙火を消費する場合には、その「種類」及び「数量」により県知事から権限移譲された

市町村長等の許可が必要となります。 

許可を要しない煙火の消費の場合には、消防長に届出が必要となります。 

 

５ 火災 

  令和５年中における火災件数は 162件で、前年と比較すると26件増加し、火災の種別ごと

に見ると、「建物火災」が80件で全体の49.4％と最も多く、次いで枯草などが燃える「その

他の火災」が61件発生しました。 

  火災による死者は５人で前年と同数であり、主な出火原因としては、「たき火・火入れ・

取灰」と「たばこ」が同数で24件（それぞれ14.8％）、「放火・放火の疑い」が21件（13.0

％）、「電気機器・電気装置」が11件（ 6.8％）となっております。 

 

 

 

 



⑴ 火災件数                              （単位：件） 

市 町 令和４年中 令和５年中 増減 

沼 津 市 65 74 9 

伊 東 市 20 19 △1 

伊 豆 市 12 17 5 

伊 豆 の 国 市 14 20 6 

東 伊 豆 町 7 5 △2 

函 南 町 10 18 8 

清 水 町 8 9 1 

合  計 136 162 26 

 

⑵ 火災種別（ ）内、令和４年中との増減                    （単位：件） 

市 町 建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 その他の火災 

沼 津 市 35(1) 0(△1) 14(5) 0(0) 25(4) 

伊 東 市 9(△4) 1(1) 0(0) 0(0) 9(2) 

伊 豆 市 5(0) 1(1) 1(0) 0(0) 10(4) 

伊 豆 の 国 市 13(2) 0(0) 2(1) 0(0) 5(3) 

東 伊 豆 町 4(1) 0(0) 0(0) 0(0) 1(△3) 

函 南 町 9(5) 1(1) 0(△1) 0(0) 8(3) 

清 水 町 5(△1) 0(0) 1(0) 0(0) 3(2) 

合  計 80(4) 3(2) 18(5) 0(0) 61(15) 

 

⑶ 焼損床面積                               （単位：㎡） 

市 町 令和４年中 令和５年中 増減 

沼 津 市 1,380 559 △821 

伊 東 市 778 944 166 

伊 豆 市 660 117 △543 

伊 豆 の 国 市 136 758 622 

東 伊 豆 町 19 0 △19 

函 南 町 1 1,382 1,381 

清 水 町 438 35 △403 

合  計 3,412 3,795 383 

 

 

 

 

 

 



⑷ 損害額                                 （単位：千円） 

市 町 令和４年中 令和５年中 増減 

沼 津 市 96,328 246,829 150,501 

伊 東 市 96,318 60,670 △35,648 

伊 豆 市 20,867 5,972 △14,895 

伊 豆 の 国 市 2,492 37,795 35,303 

東 伊 豆 町 132 330 198 

函 南 町 192 55,001 54,809 

清 水 町 78,587 1,000 △77,587 

合  計 294,916 407,597 112,681 

 

 

⑸ 死傷者（死亡）                             （単位：件） 

市 町 令和４年中 令和５年中 増減 

沼 津 市 16（4） 12(2) △4（△2） 

伊 東 市 4（1） 1(0) △3（△1） 

伊 豆 市 2（0） 0(0) △2（0） 

伊 豆 の 国 市 3（0） 1(0) △2（0） 

東 伊 豆 町 1（0） 0(0) △1（0） 

函 南 町 0（0） 3(2) 3（2） 

清 水 町 3（0） 1(1) △2（1） 

合  計 29（5） 18(5) △11（0） 

 

⑹ 出火原因別件数                             （単位：件） 

区分 
たき火・火

入れ・取灰 
たばこ 

放火・放火

の疑い 

電気機器・

電気装置 

 こんろ・

かまど 
その他 不明 合計 

令和４年中 19 9 11 16 5 61 15 136 

令和５年中 24 24 21 11 10 62 10 162 

増 減 5 15 10 △5 5 1 △5 26 

 



警 防 

 

１ 消防車等の配備 

  清水町消防署に水槽付消防ポンプ自動車、沼津北消防署原分署に小型動力ポンプ付水槽車、伊東消

防署に消防ポンプ自動車及び田方中消防署に消防指揮車を配備しました。 
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本 
 

部 

企画課                 2 2 

総務課                 1 1 

予防課              1   3 4 

警防課                 3 3 

救急課               1  1 2 

通信指令課                 1 1 

 
 
  
  

  

第 

１ 

方 

面 

沼津南消防署 1 2 1 1 1  2 1 1      2  3 15 

静浦分署  1     1   1     1   4 

内浦出張所  1               1 2 

大平出張所  1               1 2 

西浦出張所  1     1          1 3 

戸田出張所  1     1          1 3 

沼津北消防署 1  1   1 3 1 1    1  2  1 12 

原分署 1 2  1   1        2  1 8 

清水町消防署 1 1     2 1       1  1 7 

第 

２ 

方 

面 

田方中消防署  1 1 1 1  2  1 1     1  4 13 

田方北消防署 1 1     1 1    1 1  1  1 8 

田方南消防署 3      2        1 1 2 9 

西出張所  1     1          1 3 

第 

３ 

方 

面 
 

伊東消防署 2 1  1  1 2 1 1    1  3  3 16 

八幡野分署 1      1    1       3 

宇佐美出張所  1     1           2 

吉田出張所 1      1           2 

東伊豆消防署 1 1   1  2          2 7 

合 計 13 16 3 4 3 2 24 5 4 2 １ １ 3 1 15 1 34 132 

 

 



２ 出動件数 

  令和５年中における救助出動件数は、378件（前年比+50件）です。 

  事故種別出動件数は、「建物等による事故」が 149件（39.4％）、「交通事故」が 68件（18.0％）、

「水難事故」が 27件（7.1％）、「自然災害」が９件（2.4％）「機械による事故」が７件（1.9％）、

「火災」が５件（1.3％）、「ガス及び酸欠事故」が１件（0.3％）の順となっています。 

                                                                     （単位：件） 

事

故

種

別 

建物等に

よる事故 
交通事故 水難事故 

機 械 に

よる事故 
火災 

ガス及び 

酸欠事故 
自然災害 破裂事故 その他 合計 

４

年

中 
113 72 30 ８ ６ ２ ０ ０ 97 328 

５

年

中 
149 68 27 ７ ５ １ ９ ０ 112 378 

増

減 
36 △４ △３ △１ △１ △１ ９ ０ 15 50 

 

 

 

 

 



救 急 

 

１ 出動件数 

 令和５年中における救急活動状況は、救急出動件数が 27,822 件（前年比＋1,711 件）、搬送

人員が 24,105 人（前年比＋1,293 人）であり、事故種別出動件数は、「急病」が 17,456 件で最

も多く、「一般負傷」が 4,376 件、「転院搬送」が 3,404 件、「交通事故」が 1,365 件の順となっ

ています。 

                                 （単位：件） 

 
火災 

自然 

災害 
水難 交通 

労働 

災害 

運動 

競技 

一般 

負傷 
加害 

自損 

行為 
急病 

転院

搬送 

その

他 
合計 

４

年

中 

121 2 54 1,380 174 91 4,157 67 175 16,041 3,413 436 26,111 

５

年

中 

145 11 45 1,365 199 102 4,376 48 172 17,456 3,404 499 27,822 

増

減 
24 9 △9 △15 25 11 219 △19 △3 1,415 △9 63 1,711 

 

２ 現場到着時間及び病院収容所要時間 

  救急自動車による現場到着時間及び病院収容所要時間は、次のとおりです。 

（単位：分） 

  
入電～現場到着 

現着到着～ 

搬送開始 

搬送開始～ 

病院到着 
合計 

沼津市 
令和４年中 10.2  25.1  12.1  47.4 

令和５年中 9.8 23.2 11.6 44.7 

伊東市 
令和４年中 10.7  17.2  15.5  43.4  

令和５年中 10.8 18.0 15.9 44.7 

伊豆市 
令和４年中 14.1  25.8  18.9  58.9  

令和５年中 14.0 23.7 18.7 56.4 

伊豆の国市 
令和４年中 9.8  23.2  13.3  46.3  

令和５年中 9.8 21.7 12.8 44.3 

函南町 
令和４年中 12.4  20.7  14.5  47.7  

令和５年中 12.7 20.7 15.4 48.9 

東伊豆町 
令和４年中 14.4  24.3  30.3  69.0  

令和５年中 14.3 24.1 28.0 66.4 

清水町 
令和４年中 8.4  22.9  10.6  41.9  

令和５年中 8.3 22.4 10.9 41.5 

全体 
令和４年中 10.8 22.7 14.3 47.8 

令和５年中 10.6 21.7 14.2 46.5 



３ 救急教育 

  救急活動中の事故防止の徹底及び救急救命士を含む救急隊員の資質の向上を図るため、病院

実習及び各種研修会を実施しました。 

また、応急手当普及啓発活動として、学校、事業所、自治会等に救命講習を実施しました。 

 

 ⑴ 救急救命士研修（対象者：91人）一人平均 87時間／年間（病院実習を含む） 

 ⑵ 救命講習302回 5,615人 

   

４ 主な訓練等 

 ⑴ 救急隊長研修 

  ア 目 的 

    救急現場の最前線で業務を推進する救急隊長に、適正な業務遂行のため、現場対応能力 

や危機管理能力の向上を図ることを目的とする。 

  イ 実施日 令和５年６月21日（水）から令和５年６月23日（金）まで 

  ウ 参加者 79人（救急隊長ほか） 

  エ 内 容 

（ア） 午前の部 

    あ 「各方面の病院選定について」～各方面の救急対応～ 

い 「救急現場での対応について」～交通事故対応～ 

   （イ） 午後の部 

あ 「静岡県救急隊・警防隊プロトコール及び静岡県傷病者の搬送及び受入れの実施に 

関する基準」を遵守した救急活動について 

い 「救急現場での対応について」～暴力行為～ 

⑵ 救急総合想定訓練 

  ア 目 的 

    救急活動中におけるトラブルシューティングをテーマとし、状況変化への即応能力向上

を目指す。 

イ 実施日 

令和５年10月17日（火）から令和５年10月19日（木）まで 

ウ 参加者 171人（救急隊員） 

エ 内 容 

    救急隊全57隊による実践形式の活動訓練 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

４月 2 32 6 110 1 26 2 14 1 3 12 185

５月 12 279 21 465 4 205 1 23 2 17 1 35 1 5 42 1,029

６月 7 151 17 302 11 195 4 59 6 112 2 51 47 870

７月 4 33 11 194 22 418 5 161 5 59 1 14 48 879

８月 2 23 6 90 9 205 4 70 2 29 1 15 1 10 25 442

９月 1 12 3 43 5 67 4 68 1 19 1 30 1 11 16 250

10月 2 33 9 158 1 18 1 22 1 4 14 235

11月 1 8 6 59 12 194 3 27 1 2 23 290

12月 5 116 16 330 1 20 1 17 1 17 1 22 25 522

１月 4 120 4 166 5 64 1 30 2 20 1 6 17 406

２月 1 20 7 118 11 157 1 20 1 11 1 17 22 343

３月 5 65 2 23 1 11 1 30 1 29 1 6 11 164

合計 34 678 87 1,651 112 2,126 24 506 25 344 9 210 6 67 5 33 302 5,615

指導員(再講習) 合計

令和5年度救命講習実施状況

入門45 入門90 普通Ⅰ 普通Ⅱ 普通Ⅲ 普及員(再講習)上級



[119番通報受信状況]

小
計

火
災

救
急

救
助

他
の
災
害

小
計

問
合
せ

間
違
い
等

訓
練
他

37,626 30,489 465 28,069 448 1,507 7,137 2,223 2,405 2,509

34,676 29,087 460 26,816 414 1,397 5,589 1,948 1,424 2,217

2,950 1,402 5 1,253 34 110 1,548 275 981 292

18,379 14,743 275 13,526 296 646 3,636 1,396 1,908 332

15,702 13,424 221 12,513 259 431 2,278 1,213 933 132

2,677 1,319 54 1,013 37 215 1,358 183 975 200

10,427 9,370 49 9,223 31 67 1,057 399 136 522

9,954 9,020 58 8,874 27 61 934 366 116 452

473 350 △ 9 349 4 6 123 33 20 70

7,200 5,040 104 4,703 47 186 2,160 345 326 1,489

7,341 5,257 101 4,817 52 287 2,084 294 322 1,468

△ 141 △ 217 3 △ 114 △ 5 △ 101 76 51 4 21

1,620 1,336 37 617 74 608 284 83 35 166

1,679 1,386 80 612 76 618 293 75 53 165

△ 59 △ 50 △ 43 5 △ 2 △ 10 △ 9 8 △ 18 1

[市町別受信状況]

Ｒ５年

Ｒ４年
合　計

Ｒ４年
上記以外

301

188

96東伊豆町

70

6,072

合　計

沼津市

清水町

函南町

伊豆の国市

伊豆市

3361,964

1,912

増　減

Ｒ４年 増　減

災害通報

（単位：件）

1,373

348

53

Ｒ４年

47

42

175

919

71

50

146

2,603

221

630

550

319

484

452

3,522

292

369

Ｒ５年

増　減

増　減

Ｒ５年

Ｒ４年
一般電話

Ｒ５年

Ｒ４年
携帯電話

増　減
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増　減

管外

受信件数

伊東市

98

（単位：件）

  通　信

30,489 29,087 1,402 7,137 5,589 1,548

市町別

  119番通報受信概況

  令和５年中の119番受信件数は37,626件(前年比＋2,950件）で、１日平均103.1件(前年比＋8.1件）を受信しました。
　火災・救急等の災害通報は、30,489件で全体の81.0％を占め、緊急性のない問合せ等については 7,137件で19.0％で
した。
　また、携帯電話からの通報は、18,379件で48.9％を占め、ＩＰ電話からの通報は10,427件で27.7％、一般電話等から
の通報は7,200件で19.1％、上記以外からの通報は1,620件で4.3％でした。
　なお、前年と比較すると、携帯電話からの通報は2,677件増加、ＩＰ電話からの通報は473件増加、一般電話等からの
通報は141件減少しました。

合
計

災　害　通　報 緊急性のないもの

　通報種別

災害種別

Ｒ５年


